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令和８年度 指定管理施設の管理運営に関する月次評価について 

 

施設所管課名：地域支援部地域コミュニティ支援課 

 

１ 施設概要 

施設名称 横須賀市立市民活動サポートセンター 

指定管理者名 特定非営利活動法人ＹＭＣＡコミュニティサポート 

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月 31日（５年間） 

 

２ 月次評価 

評価月 評価 

４月 

・ 業務は全般にわたり、適正かつ誠実に良好な管理運営が行われている。 

・ ４月の利用者数は 2,285人で、前年同月と比べて約 13％減少したが、利

用団体数は 644団体で、前年同月比で微増となった。 

・ 新年度の立ち上がりを滞りなく進めつつ、繁忙期の利用増にも丁寧に対

応できている点を評価したい。加えて、初利用の方や 20 代の若手役員

の利用が目立ったという変化を前向きに捉え、周知の好機として丁寧な

案内を徹底したことは、利用拡大と今後の定着につながる良い対応だと

考える。 

５月 

・ 業務は全般にわたり、適正かつ誠実に良好な管理運営が行われている。 

・ ５月の利用者数は 2,381人で、前年同月と比べて 19％減少したが、利用

団体数は 634団体で、前年同月比で微増となった。 

・ 商業施設と連携した「チャイルドファクトリー」は、工作や防災紙芝居

を通じて家族の学びと交流の場を創出し、市公式 LINEからの来場も見ら

れるなど周知面でも成果があった。よこすかカレーフェスティバルでは

延べ 64名の学生ボランティアを的確にコーディネートし、高温下の安全

管理も徹底して無事故で運営できた。さらに、児童養護施設への学生ボ

ランティアの派遣再開調整や大学との協働により、ユース世代の参加促

進に向けた基盤づくりが着実に進んだ月でした。市民活動団体や学生ボ

ランティアが活躍できる場の創出を、力強く着実に推進した点を高く評

価したい。 

６月 

・ 業務は全般にわたり、適正かつ誠実に良好な管理運営が行われている。 

・ ６月の利用者数は 1,752人で、前年同月比 37％の減少となった。また、

利用団体数は 517 団体で、前年同月比では微減となった。利用者数の減

少要因については、今後、指定管理者とともに利用傾向を継続的に分析
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していく。 

・ 新たな自主事業「のたろんカフェ」の開始により、来館者が館内で打ち

合わせや作業をしやすい環境づくりを進め、利便性および満足度の向上

につなげようとする取組を評価したい。また、就労継続支援 B 型事業所

からコーヒーを仕入れることで、福祉作業所の利用者の就労意欲の向上

にも寄与している。 

・ さらに、市民活動団体交流会の開催や地域イベントへの参画を通じ、多

分野・多団体をつなぐ連携を積極的に展開している。地域課題の解決に

向けた交流と協働の機会を創出しており、地域ネットワークのハブとし

ての役割を着実に果たしている。 

７月 

・ 業務は全般にわたり、適正かつ誠実に良好な管理運営が行われている。 

・ 7 月の利用者数は 2,040 人で、前年同月比 18％の減少となった。一方、

利用団体数は 568 団体で、前年同月比で微増している。利用者数の減少

要因については、今後、指定管理者とともに利用傾向を継続的に分析し、

必要な対応を検討していく。 

・ 安全週間において、備蓄品、緊急連絡網および施設の点検に加え、「やさ

しい日本語」をテーマとした研修を実施し、多文化共生や多様な来館者

の視点から館内掲示を見直したことは、実効性のある安全管理につなが

る取組として評価できる。自然災害への備えについても、継続的に点検・

見直しを行い、安全管理体制の維持・向上に努められたい。  

・ 「夏のボラ市」については、大学やラジオ等を通じた広報をきっかけに、

学生や市民が実際の活動への参加・申込みに至っており、情報発信が具

体的な行動につながっている。引き続き、多くの市民が地域活動に触れ、

将来の担い手づくりにつながるよう、効果的な周知と参加の後押しを期

待したい。  

・ プロボノプログラムに関心を持つ団体への個別相談を丁寧に実施し、活

動資金をはじめとする運営上の課題に対する支援につなげている点は、

市民活動の基盤強化に資する取組として評価できる。今後も、各団体の

状況に応じた伴走支援を継続されたい。 

８月 ・  

９月 ・  

10月 ・  

11月 ・  
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12月 ・  

１月 ・  

２月  

３月 ・  

  


